
一

一

溺

』

、

や

る

－

z

f

一

一

一

一

一

回

「

’

’

・

3

』
h

a

’
地
方
講
演
・
懇
談
会

一

一

言

－

E
、
b
p一
主

マ
日
月
日
日
（

2

－

↑

『

一

・

4

1

H

百
地
章
氏
「
憲
法
改

一
正
へ
の
取
組
み
を
考
え

す
る
も
こ
の
主
義
に
自
ら
を
有
す
る
者
と
云
〉
つ
べ
し
」
一
る
」

マ
日
月
日
日
（
火
）

福
津
諭
吉
と

い

え

ば

、

天

賦

人

権

説

や

社

会

契

約

説

の

立

場

か

ら

日

本

の

文

明

化

の

必

要

性

を

説

き

つ

一

ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
。

こ
れ
ほ
ど
の
士
風
、
士
一
仙
台
H
渡
辺
利
夫
氏
「
歴

づ

け

た

、

欧

化

主

義

者

、

文

明

開

化

論

者

、

啓

蒙

思

想

家

と

し

て

の

イ

メ

ー

ジ

を

強

く

も

つ

思

想

家

で

あ

一

「
丁
丑
公
論
」
は
、
士
魂
を
豊
か
に
も
つ
英
傑
を
一
史
認
識
問
題
の
深
淵
を
探

3

る
。
じ
か
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
福
津
思
想
の
ほ
ん
の
一
面
で
し
か
な
い
。
既
成
の
福
樺
イ
メ
ー
ジ
は
戦

，

一

風
、
士
魂
の
武
人
で
あ
っ
一
体
、
な
ぜ
政
府
は
死
地
一
る
」

マ
日
月
四
日
（
金
）

後

の

左

翼

リ

ベ

ラ

リ

ス

ト

が

造

作

し

た

も

の

で

あ

っ

て

、

福

津

思

想

の

真

実

は

、

も

っ

と

別

の

と

こ

ろ

に

一

た
西
郷
隆
盛
に
対
す
る
福
に
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
一
福
岡
リ
細
川
珠
生
氏
「
安

あ
る
と
私
は
考
え
る
。

一

津
の
深
い
愛
慕
の
論
説
で
の
か
、
と
い
う
福
津
の
嘆

一
倍
一
強
時
代
の
政
治
と
外

；
ー
あ
る
。
西
郷
の
意
図
に
反
き
が
伝
わ
る
。
「
実
は
人
民
一
交
政
策
を
細
川
流
に
分
析

渡

辺

刊

犬

、

し
く
西
郷
を
西
霊
争
に
の
気
力
の
一
点
に
就
て
論

一
す
る
H
」
マ
日
月
お
日

ー

；

－
，
．
追
い
、
込
宍
西
郷
に
自
刃
を
ず
れ
ば
、
第
二
の
西
郷
を
一
（
月
）
関
西
H
有
路
昌
彦

忠
君
愛
国
と
い
え
ば
、
強
い
た
時
の
政
府
、
政
府
生
ず
る
こ
と
こ
そ
国
の
為

一
氏
「
近
大
発
ナ
マ
ズ
と
に

こ
れ
は
い
か
に
も
私
情
に
の
行
動
を
よ
し
と
し
て
西
め
に
祝
す
べ
き
事
な
内
ど
一
お
わ
な
い
ブ
リ
で
狙
う
聞

は
ち
が
い
な
い
が
、
こ
の
郷
を
賊
と
論
じ
た
ジ
ャ
ー
も
、
そ
の
之
を
生
ぜ
ざ
る

一
題
解
決
と
経
済
創
出
」

マ

私
情
な
く
し
て
旧
時
代
に
ナ
リ
ズ
ム
の
低
劣
な
あ
り
を
如
何
せ
ん
。
余
輩
は
一
日
月
お
日
（
月
）
北
九
州

あ
っ
て
は
諸
藩
の
自
立
、
よ
ヨ
を
余
す
こ
と
な
く
論
制
で
之
を
悲
し
む
の
み
」
一
H
H
村
田
晃
嗣
氏
「
米
国
新

現
代
に
あ
っ
て
は
国
家
の
破
し
た
、
名
交
家
福
揮
の
と
福
津
は
記
す
。

一
大
統
領
と
こ
れ
か
ら
の
日

独
立
を
守
る
こ
と
は
で
き
中
で
も

一
段
と
冴
え
わ
た
矛
盾
に
充
ち
満
ち
た
人
一
本
と
世
界
の
情
勢
は
ど
う

な
い
、
と
い
う
。

っ
た
論
説
で
あ
る
。

、

聞
社
会
の
虚
実
を
除
例
に
一
一な
る
か
」

「
勝
敗
の
極
に
い
た
り
「
西
郷
怒
年
寄
よ
見
据
え
、
な
お
文
明
じ
近
一

｜

l
i・
！
ー

て
始
め
て
和
を
講
ず
る
か
り
幾
多
の
顛
難
を
嘗
め
た
づ
か
ん
と
す
る
思
想
的
苦
虚
心
に
読
み
込
む
こ
と

若
し
く
は
死
を
決
す
る
は
る
者
な
り
。
学
識
に
乏
し
闘
が
福
樺
思
想
に
他
な
ら
が
、
開
国
・
維
新
期
に
酷

似
す
る
ほ
ど
に
強
い
緊
張

を
苧
ん
だ
現
在
の
極
東
ア

ジ
ア
に
お
い
て
、
ー日
本
の

立
ち
位
置
を
確
た
る
も
の

と
す
る
た
め
に
は
、
不
可

欠
の
知
的
作
業
だ
と
私
は

考
え
る
。
私
が
こ
の
度
、
『
士
魂
｜
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拓
殖
大
学
学
事
顧
問

前
総
長

な
ら
な
い
。
つ
ま
り
同
書

は
『
文
明
論
之
概
略
』
と

い
う
よ
り
も
『
独
立
論
之

福
揮
の
代
表
作
は
、
ま
概
略
』
だ
と
い
う
べ
き
で

ぎ
れ
も
な
く
『
文
明
論
之
あ
ろ
う
。

概
略
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
。

文
明
と
い
う
も
の
は

日
本
の
文
明
化
の
必
要
性
「
至
蚕
量
」
で
あ
る
。
到

を
誇
々
と
説
い
た
著
作
だ
達
す
べ
き
「
至
大
十
皇
室
」

と
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ
の
地
点
か
ら
み
れ
ば
、
西

て
受
け
取
ら
れ
て
い
る
よ
洋
の
文
明
の
水
準
も
ま
だ

う
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
遥
か
な
る
も
の
だ
、

他
の
明
治
の
思
想
家
の
何
と
福
揮
は
み

斡

間

去

の

一

る

γ際
、

西

ナ

シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

こ

そ

が

最

高

の

モ

ラ

ル

福
津
の
真
意
は
「
今
の
町
洋
諸
国
は
列

本
国
人
を
文
明
に
説
Q
は
強
と
し
て
ア
ジ
ア
進
出
を

こ
の
国
の
独
立
を
保
た
ん
暴
力
的
に
競
い
合
っ
て
お

が
た
め
の
み
。
故
に
、
国
の
り
、
日
本
が
と
れ
に
対
抗

独
立
は
目
的
な
り
、
国
民
し
て
国
家
の
独
立
を
守
る

の
文
明
は
と
の
目
的
に
達
に
は
、
み
ず
か
ら
が
文
明

す
る
の
術
な
り
」
で
あ
る
。
化
の
歩
み
を
速
め
寸
文
明

そ
し
て
こ
れ
が
『
文
明
国
へ
と
遁
進
し
な
け
れ
ば

論
之
概
略
』
の
結
論
に
他
な
ら
な
い
。
現
在
の
日
本

A
h

わ
た
な
べ
・
と
し
お
》

1
9
3
9年
6
月
甲
府
市
生

ま
れ
。
慶
応
義
塾
大
学
、
同
大
学
院
修
了
。
経
済
学
博

士
。筑
波
大
学
教
授
、
東
京
工
業
大
学
教
授
、
拓
殖
大
学
総

長
を
経
て
現
職
。
外
務
省
国
際
協
力
に
関
す
る
有
識
者
会

議
議
長
。
外
務
大
臣
表
彰
。
正
論
大
賞
。
著
書
は
『
成
長
の

ア
ジ
ア
停
滞
の
ア
ジ
ア
』
（
吉
野
作
造
賞
V

、
『
開
発
経
済

学
』
（
大
平
正
芳
記
念
賞
）
、『
西
太
平
洋
の
時
代
』
（
ア
ジ
ア

太
平
重
大
巻
、
『
建
症
の
時
岱
（
開
高
健
賞
正
号
、
『
放

哉
と
山
頭
火
l
死
歩
生
き
る
』
（
ち
く
ま
文
庫
）
な
ど
多
数
。
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の
最
重
要
課
題
は
独
立
で

あ
り
、
独
立
こ
そ
が
目
的

な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
福
津
は
、
こ
う

主
張
す
る
。
独
立
守
護
の

た
め
に
重
要
な
徳
目
は
、

文
明
化
と
い
＝
フ
観
点
か
ら

す
れ
ば
偏
D
が
あ
る
と
は

い
え
、
国
家
に
報
い
よ
う

と
す
る
「
報
国
心
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家

の
独
立
乙
そ
が
日
本
の
文

明
の
本
質
で
あ
る
。
こ
れ

が
『
文
明
論
之
概
略
』
の
結

論
で
あ
り
、
福
揮
に
あ
っ

て
は
現
在
の
用
語
法
で
い

え
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

こ
そ
が
日
本
人
の
最
高
の

モ
ラ
ル
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
の
福
揮
思
想
の
真
髄

を
示
す
論
説
が
『
腐
動
由

之
説
』
で
お
り
守
『
可
部

公
論
十
』
で
あ
る
。
前
者
は

「
立
国
は
私
な
り
、
公
に

非
ざ
る
な
り
」
の
一
文
を

も
っ
て
語
ら
れ
る
。

立
国
の
公
道
に
し
て
、
国
と
難
ど
も
老
練
の
術
あ

民
が
国
に
報
ず
る
の
義
務
り
、
武
人
な
切
叱
難
ど
も

と
称
す
べ
き
も
の
な
り
」
。

風
采
あ
り
、

一訓
朴
な
り

こ
れ
が
「
磨
我
慢
の
精
神
」
と
難
ど
も
粗
野
な
ら
ず
、

で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
「
立
平
生
の
言
行
温
和
な
る
の

国
の
公
道
」
で
あ
り
、
国
み
な
ら
ず
、
如
何
な
る
大

民
の
義
務
だ
と
福
津
は
い
差
張
沼
も
そ
の
挙

ぅ
。
「
膚
我
慢
の
一
義
」
と
動
綿
々
然
と
札
ぺ
余

い
え
ば
私
情
そ
の
も
の
だ
裕
あ
る
は
、

λ
の
普
く
知

が
、
世
界
が
国
家
と
そ
の
る
と
ζ
ろ
な
ら
ず
や
。

政
府
を
単
位
と
し
て
構
成

：：：
薩
の
土
人
は
古
来
質

さ
れ
て
い
る
以
上
、
国
家
朴
卒
直
を
旨
と
し
、
徳
川
・

の
存
立
は
膚
我
慢
の
一
義
の
太
平
二
百
五
十
余
年
の

の
有
無
に
か
か
っ
て
お
久
し
き
も
遂
に
天
下
一
般

り
、
日
本
が
「
文
明
世
界
に
の
弊
風
に
流
れ
ず
、
托
の

独
立
の
体
面
を
張
ら
ん
と
精
神
に
一
種
貴
重
の
元
素

福
津
思
想
の
「
既
製
品
」

に
頼
る
こ
と
な
く
福
漂
白

身
が
書
き
残
し
た
文
献
を

福
揮
諭
吉
の
真
実
』
（
海

竜
社
）
を
上
梓
し
た
の
も
、

そ
の
思
い
か
ら
で
あ
る
。


